
様式第１号（第40条関係） 

   ○年 ○月 ○日 
 乙訓消防組合 ○○ 消防署長 
 

申告者 住 所   ○○市○○丁目○番○号 
職 業   会社員 
氏 名   乙訓  太郎 

不 動 産 り 災 申 告 書  

１ り災日時 平成○年 ○月 ○日 午前・午後 ○時○ 分頃 
り災物件 

との関係 

☑所有者 

□管理者 

□(      ) 
２ 

り災場所 

及び対象物 

☑申告者の住所と同じ 

３ 
り災建物の

構造・規模 

構造 木 造 屋根 日本瓦 外壁    モルタル 

階数 地上 ２ 階   地下    階 建築面積 50   ㎡ 

建物の用途 住 宅 延べ面積 100   ㎡ 

４ 
り災建物の 

経過 

記載に際しては（ 推定 ・ 記録 ・ 記憶 ・ 不明 ）で記入します。 

建築年月 昭和○年○月 購入年月 昭和○年○月 

1坪当たりの金額 825,000円 建築・購入金額 
（土地代を除く） 2,500万  円 

増(改)築年月 増(改)築概要 増(改)築面積(㎡) 増(改)築金額(円) 

平成○年○月 １階 台所 改築 5  ㎡  150 万  円 

平成○年○月 １階 和室 増築 10  ㎡  200 万  円 

５ 

上記建物以

外の不動産

り災状況 

り災物件名 り災種別 数量又は面積 
取得又は 
建設年月 

取得又は 
建設金額 

門扉・塀 焼き・消火・爆発 5㎡ 昭和○年○月 50万  円 

 焼き・消火・爆発  年  月 円 

 焼き・消火・爆発  年  月 円 

６ り災世帯員 

氏名 続柄 生年月日 氏名 続柄 生年月日 

乙訓  太郎 本人 昭和○年○月○日    

乙訓  花子  妻 昭和○年○月○日    

 乙訓  一郎 長男 平成○年○月○日    

        

７ 
火災保険

の契約 

保険会社名 不動産・動産別 契約年月 保険金額（万円） 

○○火災保険 ☑不動産  □動産 昭和 ○ 年   ○ 月 2,000  万円 

○○火災共済 □不動産  ☑動産 平成 ○ 年   ○ 月 500  万円 

 □不動産  □動産     年   月 万円 

 □不動産  □動産     年   月 万円 

８ 
今後の 

連絡先 

☑申告者の住所・氏名と同じ 電話 075－123－4567 

本人の電話 090－1234－5678 
住所 

氏名          (続柄：    ) 

（注） 動産がり災した場合は、様式第２号動産申告書を添付してください。 

提出日を記入願います。 

管轄署を記入してください。 

（向日・長岡京・大山崎） 

記入例 

携帯電話をお持ちの方は

こちらもご記入ください。 



不動産り災申告書の記載要領 

（１及び２の欄） 

  「り災物件との関係」の欄は、申告者との関係について当てはまるものに☑を入れてください。 

（３及び４の欄） 

１ 「り災建物の構造・規模」の欄は、次により記入してください。 

 用途・・・住宅、物置、倉庫、店舗など建物の使用されていた用途を記入してください。 

 構造・・・木造、防火、準耐火、耐火等の建物の構造を記入してください。 

 屋根・外壁・・・屋根・外壁はどのような材質で造られているかを記入してください。 

 （例示）用 途  構 造  屋 根  外  壁  階数  建築面積  延べ面積 

     住 宅  木 造  日 本 瓦  モルタル  ２階   ５０㎡  １００㎡ 

     住 宅  防 火  カラーベスト  サイディングボード  ３階   ３０㎡   ９０㎡ 

     住 宅  耐 火  陸 屋 根  コンクリート  ５階   ８０㎡  ４００㎡ 

     店舗付き住宅  木 造  カラーベスト  モルタル  ３階   ５０㎡  １１０㎡ 

     倉 庫  準耐火  スレート  スレート  １階  ２００㎡  ２００㎡ 

２ 「１坪当たりの金額」の欄は、建物を取得した当時の土地の価格を除いた１坪当たりの金額と、

総金額を円単位で記入してください。 

３ 「増（改）築」の欄は、建物を取得してから、規模の大きな建物の修繕又は増改築があった場合

に記入してください。 

４ 「増（改）築」の欄は、いつ、どこの部分をどのくらい（㎡）、修繕又は増改築でかかった費用を

記入してください。 

（５の欄） 

１ 「り災物件名」の欄は、門扉・塀の類などり災した物件を記入してください。 

２ 「り災種別」の欄は、以下の内容に当てはまるものを○で囲んでください。 

  焼き・・・火災によって焼けたもの及び熱によって変質、変形したもの、又は壊れたもの等を言

います。（煙による損害を含む。） 

  消火・・・消火するために、濡れたもの、壊れたもの、汚れたものを言います。（搬出又は避難に 

伴う壊れや汚れを含む。） 

  爆発・・・爆発現象の破壊作用により、壊れたものを言います。 

（７の欄） 

１ 火災保険の加入が数社ある場合は、すべて記入してください。 

２ 保険金額は、契約会社別に万単位で記入してください。 

注意事項 

１ この申告書は、消防法第３４条第１項に基づいて提出を求めるものです。 

２ この申告書の提出がなければ、り災証明書を発行できない場合があります。 

３ この申告書は、建物１棟ごと、または、所有者ごとに１部作成し、り災した日から７日以内に提

出してください。 

４ 個人以外の届出又は個人の届出で本人以外のものが署名した場合は押印が必要となります。 

（その他） 

  この申告書でわからないことがありましたら、下記消防署までご連絡ください。 

                         消防署  ＴＥＬ    ―０１１９ 

 


